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報道関係者各位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一社）福井環境研究開発

　　　　堀潤さんと高校生が海の未来を考え抜く 海と哲学の学び舎 開校！

「ざわザワ高校～海の未来を変える哲学～＃1」を開催しました！
2024年6月30日(日)　【場所】福井県大飯郡高浜町　若狭高浜漁業協同組合・UMIKARAほか

（一社）福井環境研究開発は、6月30日（日）に「ざわザワ高校～海の未来を変える哲学～」の1回目を開催いたしました。ざ

わザワ高校は、「海の持続可能な利用と保全」を目的に、海の課題やジレンマを抱える人から高校生がその現状と障壁を学

び、物事の本質から社会を改善していく哲学思考によって課題解決法を打ち出すチカラをつける海洋教育プログラムです。6

～11月まで、海と共に歩む街である福井県大飯郡高浜町で、月に1回開校しています。このイベントは、次世代へ豊かで美し

い海を引き継ぐために、海を介して人と人とがつながる“日本財団「海と日本プロジェクト」”の一環です。

イベント概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

・開催概要：ざわザワ高校～海の未来を変える哲学～＃1

・日程：2024年6月30日（日）



・開催場所：福井県大飯郡高浜町　若狭高浜漁業協同組合・UMIKARAほか

・参加人数：福井県内から集まった高校生　男女13名

・番組：「ざわザワ高校　～海の未来を変える哲学～＃１」

　　　　〇放送　　　福井テレビ（8月10日（土）　16:25～16:55　予定）

　　　　〇配信　　　YouTube　（福井テレビチャンネル - YouTube）

　　　　　　　　　　https://www.youtube.com/@fukuitv8ch/featured

海と歩む街の未来を考えることは、海の未来を考えること。　　　　　　　 　　　 　

ざわザワ高校の学級委員長を務めるジャーナリストの堀潤さんから高校生に授業のオリエンテーションをしていただ

きました。

「海と共に歩んできた高浜町の未来を考えることは、海の未来を考えることにつながる。高校生たちが高浜町の海の

専門家や当事者と出会い、肌で湊町のイマを体感し、その発想で未来を変えていこう」。ここで、

高浜町の野瀬町長も参加いただき、ざわザワ高校へ高浜町としての協力と激励の言葉を頂きました。

第1部では、講師に高浜町産業振興課で水産分野の活性化に力を注ぐ水産女子である中村広花さんと、高浜町に

移住し、朝は漁師をしながら昼は建築設計の仕事を行う藤本雅広さんを迎え、「海とともに歩む高浜町らしさ」を考え

ていきます。お二人の活動から高浜町のことを事前に学び、高校生たちは海の6次産業化拠点である「UMIKARA」

と漁港・漁村を周るフィールドワークに。地元漁師の方などとの会話で今、海が抱えている課題や変化、地元の想い

を学びました。

https://www.youtube.com/c/fukuitvbroadcasting
https://www.youtube.com/@fukuitv8ch/featured


高校生それぞれが「海と歩む高浜町らしさ」を写真で発表。その気づきを共有していく。　　

高校生たちがフィールドワークで自分の目で見つけた「高浜町らしさ」を写真で発表していきます。高校生からは「普

段見ない光景に、命の大切さを見た。命との距離が近い気がした」や「魚も漁師さんも可愛かった」という意見まで。

高浜町　中村さんは「きっかけはカワイイはありだと改めて感じられた。高校生の発想や視点こそ大切にしたい。」商

業施設を見た高校生からは、「問題をおしゃれに変えていけると思う」。何枚も写真を撮っていた高校生からは「並べ

てみると魚や漁具など赤色が多かった。海だから青というイメージだったが、実は高浜町のカラーは赤ではないか」

など中村さん、藤本さんもびっくりの意見も！

学級委員長　堀潤さんからの講評。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高浜町らしさを見つけることに没頭し、意見を交わした高校生たち。学級委員長の堀潤さんは、「高校生たちの意見

が交ざりあいとても白熱した議論ができた。様々な人と会えた1日だったが、ジャーナリストとして言われてきたことは

“事実の探求に終わり無し”だ。「海」のその先、海と街のそして人の“見えない魅力”をこれから探していこう」との講評

がありました。

参加者からの声　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

参加した高校生からは、「街を歩いていて、人も街もすごく温かい感じがして、もう高浜町が好きになった」「上下関係

が嫌いだったが、この町は人が少ないからか、まったく上下関係なく支えあって暮らしているので、すごくいいと思っ

た」などの声をいただきました。

次回は、7月に同じく高浜町でさらに「海と共に歩む高浜町らしさ」を街歩きなどで深堀りしていきます。



＜団体概要＞

団体名称 ：一般社団法人福井環境研究開発

URL ：https://fukui.uminohi.jp/

活動内容　 ：北は東尋坊にみる奇岩断崖が続く越前海岸、南は優美なリアス式海岸の若狭湾と変化に富んだ

　　　　　　　　福井県の海は、北前船などの海上交通の要衝として古くから栄えてきました。また、寒流と暖

　　　　　　　　流が交わる福井県沖は越前がにや若狭ガレイなど海産物の宝庫。（一社）福井環境研究開発

　　　　　　　　では、海に親しみ、大切にする心を育てる運動を進めています。

日本財団「海と日本プロジェクト」

さまざまなかたちで日本人の暮らしを支え、時に心の安らぎやワクワク、ひらめきを与えてくれる海。そんな海で進行している

環境の悪化などの現状を、子どもたちをはじめ全国の人が「自分ごと」としてとらえ、海を未来へ引き継ぐアクションの輪を広

げていくため、オールジャパンで推進するプロジェクトです。

https://uminohi.jp/

お問い合わせ先

団体名称 ：（一社）福井環境研究開発　　ザワ高担当：山元・大久保・山口

電話番号 ：0776-21-2235　　　　　　　メールアドレス：kikakubu@fukui-tv.co.jp

https://fukui.uminohi.jp/
https://uminohi.jp/
mailto:kikakubu@fukui-tv.co.jp

